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指導救命士を活用した
コロナ禍における救急救命士再教育の取組み
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コロナ禍における救急救命士再教育の取組み
豊田市と消防本部について

※令和３年４月１日現在

【豊田市消防本部の概要】

人口
421,280人
内訳：男性219,259人

女性202,021人

面積 918.32㎢
※愛知県全体の17.8％

高齢化率 23.6％

【豊田市の概要】

署所数 １本部、４消防署、５分署、７出張所

職員数 530人

救急隊数 17隊

救急救命士数 130人

救急出動件数 16,721件（R2年中）
※令和３年４月１日現在
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コロナ禍における救急救命士再教育の取組み

「救急救命士の資格を有する救急隊員の再教育体制について」
（平成20年12月26日付け消防救第262号 消防庁救急企画室長通知）

〇時間数：２年間１２８時間以上
病院実習 ２年間で４８時間以上
日常的な教育体制 ２年間で８０時間相当

総務省消防庁の通知と愛知県のガイドライン
【総務省消防庁】

〇時間数：年間６４時間以上
「救急救命士の再教育に関するガイドライン」（平成２１年３月）

病院実習 年間２４時間以上
日常的な教育体制
（年間４０時間程度）

消防本部等で実施 年間２４時間程度
愛知県が実施（企画） 年間１６時間程度

【愛知県】

『メディカルコントロール協議会は２年間128 時間以上の効果的な教育が
実施できるよう体制整備を図らなければならない。』

『地区MC協議会長は、再教育の対象となる具体的な基準を作成する。』
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コロナ禍における救急救命士再教育の取組み
西三河地区MC協議会の基準

【病院実習】

２４時間以上／年

【愛知県が実施する教育】

１６時間以上／年

【消防本部等で実施する教育】

２４時間以上／年

＋

＋

＝

６４時間以上／年

【西三河地区MC協議会】「救急救命士再教育基本方針細則」
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コロナ禍における救急救命士再教育の取組み
「病院実習」での再教育

【病院実習について】
豊田市では、令和元年度から市内の救命救急センター２病院で医師派遣

型ドクターカー事業を行っており、病院実習を兼ねたドクターカー研修と
して、平日の日勤帯に病院ごとに１日当たり１人を派遣している。

★令和２年度の実習日数の実績
年間実習日数：２４１日×２病院＝４８２日
再教育対象救急救命士数：１００人

項目 愛知県 豊田市

病院実習 ２４時間以上 ３２時間以上

日常的な教育体制
消防本部等で実施 ２４時間程度 １６時間程度
愛知県が実施 １６時間程度 １６時間程度

【ドクターカー】
豊田厚生病院 トヨタ記念病院

対象救命士１人あたり４回＋αの体制

消防本部等で実施する教育は１６時間程度となる。
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コロナ禍における救急救命士再教育の取組み
消防本部で実施する教育

【消防本部等で実施する教育について】
①症例検討会への参加

②各種プロトコール運用試験※への指導者としての参加及び事前訓練への参加
・包括プロトコール運用教育講習
・薬剤投与プロトコール運用試験
・気管挿管プロトコール運用試験
・処置範囲拡大プロトコール運用試験
・救急業務教育指導者試験

項目 愛知県 豊田市

病院実習 ２４時間以上 ３２時間以上

日常的な教育体制
消防本部等で実施 ２４時間程度 １６時間程度
愛知県が実施 １６時間程度 １６時間程度

内容 例年 R2年度

市内４病院での開催 計１３回程度 ８回

豊田市救急隊員症例検討会 １回 １回

西三河地区MC症例検討会 １回 １回

コロナ禍で、開催件数が
減少したこともあり、病
院と調整して、録画した
映像をWebで配信する取
り組みも一部行いました。

医療機関の発表の映像→

愛知県では、各プロトコールの習熟
を図るため、教育プログラムが作成
されていて、そのプログラムに基づ
き教育が実施されています。

※
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コロナ禍における救急救命士再教育の取組み
愛知県が実施する教育

愛知県 豊田市

病院実習 ２４時間以上 ３２時間以上

日常的な教育体制
消防本部等で実施 ２４時間程度 １６時間程度
愛知県が実施 １６時間程度 １６時間程度

【愛知県が実施する教育１６時間程度】
種類 時間数 内容

講義講習 ８時間 愛知県が作成したDVD教材をEラーニング形式で学ぶ
実技講習 ８時間 愛知県が作成した実技カリキュラムを集合形式で学ぶ

令和２年度は、「実技講習」が開催できなかった。
※講演会の開催、再教育企画への費用補助の措置がなされた。

愛知県の実施する教育「８時間」の減少分も合わせて
確実に履修すること目指す

16→8時間
16→24時間
16→８時間
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コロナ禍における救急救命士再教育の取組み
指導救命士制度の活用
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【同乗検証の写真】

【指導救命士の腕章】

【各種プロトコール運用試験※事前訓練への参加の様子】

制度開始 平成３１年4月1日

制度目的 救急救命士等への教育内容を一層充実させ、
救急業務の質の向上を図ること

体制 ９人（４消防署×２人＋本部１人）
任務 随時指導及び課題等に対する統一的指導内容の企画運営

具体的業務

救急業務に関する随時指導
救急隊同乗検証の実施
救急事後検証の助言及び検証結果による課題対策
救急隊員生涯教育の救急教育指導
救急救命士の運用試験等受験に向けた育成指導における統括指導
メディカルコントロール協議会及び医療機関との連携
その他、救急活動時における諸課題への対策

【救急隊同乗検証の実施の様子】



コロナ禍における救急救命士再教育の取組み
指導救命士が企画した再教育の取組み（コロナ禍への対応①）
①指導救命士が作成した再教育教材を受講
開始日 ：令和３年２月１８日（木）から
実施方法 ：消防研修システムに掲載し、職員が学習
参加者 ：再教育対象救急救命士全員
教材作成者：指導救命士

【テーマ】
①救急現場におけるショックの対応

～救急現場ではこの３つに着目しよう～

②転院搬送時の救急救命処置

③ケーススタディー
～豊田市における搬送医療機関の選定～

④ケーススタディー
～救急現場での対応と判断～

※「消防研修システム」とは、職場PCからアクセスできるシステム
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コロナ禍における救急救命士再教育の取組み
指導救命士が企画した再教育の取組み（コロナ禍への対応②）
②法律の専門家を招聘して講演会の開催
日時 ：令和３年３月１１日（木） 午後２時から午後４時３０分まで（２時間３０分）
場所 ：豊田市消防本部
参加者：豊田市消防本部 職員 ２０人程度

※後日動画を消防研修システムに掲載し、再教育対象の救急救命士全員が学べるようにした
講 師：橋本 雄太郎 氏
テーマ：救急活動に関する法律問題ついて
その他：愛知県の再教育企画への費用補助を活用 【講演概要】
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コロナ禍における救急救命士再教育の取組み
結語

豊田市では、
①愛知県・地区MCの再教育体制
②指導救命士制度を活用
１０時間分の再教育時間を創出し、
全ての再教育対象救急救命士が定められた時間数を履修することができた。

今後も、課題改善や業務向上のために指導救命士を活用していく
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ご清聴ありがとうございました。
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